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同
人
誌
「
構
想
」
の
創
刊
号
二
九
三
九
年
一
○
月
）
を
鐇
く
と
、
目
次
に
埴
谷
雄
高
の
作
品
が
二
つ
載
っ
て
い
る
。
の
ち
に
『
不
合
理
ゆ
え
に
吾
信
ず
』
と
な
る
断
片
集
の
連
載
第
一
回
目
と
、
中
篇
『
洞
窟
』
の
前
半
で
あ
る
。
後
者
は
、
続
く
第
二
号
二
九
四
○
年
一
月
）
で
完
結
し
た
。
「不合理ゆえに吾信ず』の研究は、藤一也「「不合理ゆえに吾信
ず
」
論
」
（
冬
樹
社
、
一
九
七
六
年
一
○
月
）
を
は
じ
め
、
十
指
に
余
る
程
で
あ
る
。
対
し
て
「
洞
窟
』
は
、
顧
み
ら
れ
る
機
会
が
勘
な
い
と
い
わ
ざるを得ない。作品の位置付けや評価は、ほぼ定着したと見倣
せ
る
が
、
細
部
に
は
検
討
の
余
地
が
残
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
先
行
研
究や作者の自己解説などを整備した上で、「エントロピー」や
「熱的死」といった概念、或いは井戸や橋のように物理的な設
備を中心に、各種の問題点を探る。
埴
谷
雄
高
『
洞
窟
」
論
は
じ
め
に
まず、「洞窟」の主な先行研究を概観したい。
最も古い文献とされる長谷川鑛平「同人雑誌評」含作品』一
九
三
九
年
一
一
月
号
）
を
別
と
す
れ
ば
、
本
格
的
な
研
究
が
始
ま
る
の
は
、
一九六○年代からである。長い間、初出誌の読者以外には未知
の作品であったと思われるが、作品集『虚空」（現代思潮社、
一
九
六
○
年
二
月
）
に
収
録
さ
れ
る
。
そ
の
解
説
を
担
当
し
た
吉
本
隆
明
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
埴
谷
雄
高
の
『
死
霊
」
を
の
ぞ
い
た
中
篇
・
短
篇
小
説
は
、
あ
ら
まし二つの系列にわけることができる。ひとつは、いわば
意識の純粋実験ともいうべきもので、「洞窟』、「意識』、『虚
．（ママ）
宛エ』、などの作品がこの系列にぞくしている。
田
辺
友
祐
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埴谷雄高『洞窟』論
一
九
七
○
年
代
に
入
る
と
、
精
綴
な
考
察
が
登
場
し
始
め
る
。
五
十
嵐
誠
毅
「
埴
谷
雄
高
ノ
ー
ト
ー
『
洞
窟
」
解
譲
「
死
霊
」
論
の
た
め
の
プ
レ
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
（
『
日
本
文
学
」
一
九
七
一
年
三
月
号
）
は
、
本
文
を
豊
富
に
引
用
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
読
解
し
て
い
る
。
特
に
作
品
の
舞
台
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。
「
権
力
的
暴
力
装
置
と
し
て
あ
る獄房は、〈彼〉にとって「意識」生成の純粋培養器に他なら
なかった」。立石伯三洞窟」」（『埴谷雄高の世界』所収、講談
社
、
一
九
七
一
年
七
月
）
で
は
、
作
品
世
界
を
次
の
よ
う
に
分
析
し
た
。
ｌ」ｓ埴谷雄高論』所収、審美社、一九一
暖
昧
で
は
あ
る
が
、
独
特
の
論
を
繰
り
広
げ
た
。
も
う
一
つ
の
系
列
は
、
ヨ
深
淵
』
『
標
的
者
」
の
よ
う
に
政
治
思
想
を
展開した作品である」という。大久保典夫「獄と洞窟の思想」
（「円卓』’九六五年一月号～二月号）は、「埴谷氏にとって、
大衆との〈生理〉的なつながりほどおそらく我慢ならないもの
は
な
か
っ
た
の
で
、
た
と
え
ば
「
洞
窟
」
な
ど
、
大
衆
と
の
〈
生
理
〉
的
連
帯
へ
の
嫌
悪
が
、
異
常
な
潔
癖
さ
で
語
ら
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。
こ
の
論
文
が
、
『
洞
窟
』
論
の
実
質
的
な
幕
開
け
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
森川達也「小説否定の小説ｌ『洞窟」と最近の諸短篇を中心に
ｌ
」
ｓ
埴
谷
雄
高
論
』
所
収
、
審
美
社
、
一
九
六
八
年
九
月
）
は
、
幾
分
壁
に
周
囲
を
囲
ま
れ
た
狭
い
狭
い
〈
洞
窟
》
世
界
は
、
彼
の
魂
の
象
徴
で
あ
ろ
う
し
同
時
に
世
界
の
縮
図
で
も
あ
ろ
う
が
（
そ
し
て
謂
わば極小の空間が極大の空間を暗示しているであろうが）、
彼
の
精
神
的
現
実
は
、
世
界
か
ら
の
自
律
の
意
図
を
実
現
す
る
為
に
よ
り
現
実
の
力
か
ら
意
識
の
暴
力
の
敗
北
を
喫
す
る
事
が
求
め
ら
れ
金木謙一「「洞窟』論」（同前）は、『洞窟」の主人公が、「肉
体
Ⅱ
身
体
が
も
た
ら
す
知
覚
と
し
て
の
内
部
感
覚
を
起
因
と
す
る
『
不
快
感
』
」
を
探
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
弓
洞
窟
』
と
は
『
彼
』
と
い
う
人
物
の
意
識
世
界
の
表
象
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
」
と
説
い
て
い
る。森島稔「河上の月影ｌ「洞窟』・埴谷雄高についてｌ」（『日
紅
野
敏
郎
「
埴
谷
雄
高
・
山
室
静
・
久
保
田
正
文
ら
「
構
想
』
の
検
討
ｌ
『
近
代
文
学
」
前
史
ｌ
」
ｓ
文
学
』
一
九
八
○
年
一
月
号
）
は
、
初
出
誌を概説した数少ない文献である。『洞窟」については、「誰も
気
づ
い
て
い
な
い
が
、
俺
の
み
が
知
っ
て
い
る
意
識
下
の
悪
徳
、
そ
れ
を
私
小
説
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
思
考
と
方
法
で
点
描
す
る
」
と
、
特
質
を浮かび上がらせた。鈴木沙那美「初期埴谷をめぐる走り書き」
（「現点」創刊号、一九八一一一年二月）は、精神または意識に重点
を置いて論じている。
な
ん
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
外
界
か
ら
疎
外
さ
れ
た
精
神
が
、
我
と
外
界
と
を
同
時
に
見
わ
た
す
位
置
か
ら
脱
却
し
、
肉
体
の
内
部
に
ひ
き
こ
も
る
と
き
、
意
識
と
そ
の
運
動
の
輪
郭
を
内
側
か
ら
な
ぞ
り
は
じ
め
る
よ
う
に
な
る
。
勿
論
、
意
識
は
、
他
者
や
社
会
や
外
界
の
一
切
を
意
識
し
は
す
る
が
、
精
神
は
そ
れ
ら
を
意
識
し
て
い
る
意
識
を
し
か
眺
め
な
い
。
全埴谷世界の原基とみなしてよい「洞窟」の表現は、こ
う
し
た
精
神
の
姿
態
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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本文學誌要」第一一一八号、一九八七年一二月）では、「この『洞
窟
』
が
小
説
と
し
て
用
意
し
た
も
の
が
、
自
己
の
特
異
な
思
索
の
方
向
性
をもつに至る〈自同律の不快〉の獲得過程なのである」と、作
品
の
内
奥
に
迫
る
論
を
試
み
た
。
「
牧
師
」
や
少
女
と
い
っ
た
、
「
私
」
以
外の登場人物にも言及している。
以上のように、先行研究の多くがう作品の背景にある様々な
文
脈
を
捉
え
な
が
ら
、
意
識
や
感
覚
を
問
題
に
し
て
論
を
進
め
て
い
る
。
或いは、「不合理ゆえに吾信ず』や『死霊』といった諸作品と
の連繋を分析し、『洞窟』がそれらの源流に位置すると実証し
て
い
る
。
就
中
、
立
石
伯
、
金
木
謙
一
、
森
島
稔
各
氏
の
論
考
は
、
作
品
の筋に沿うて、登場人物や概念を綿密に分析している。本稿は、
この三氏の研究から大いに示唆を得た。
近
年
の
研
究
は
、
活
況
で
は
な
い
。
『
死
霊
」
論
や
作
家
論
に
つ
い
て
いえば、作者の没後から研究書の刊行が相次いでいるばかりで
なく、雑誌掲載の論文も勘なくはない。しかし、管見によれば、
一
九
九
○
年
代
以
降
に
『
洞
窟
』
の
み
を
論
じ
た
研
究
は
皆
無
で
、
部
分
的に取り上げた論考も乏しい。「虚空」の新装版（現代思潮社、
一九九○年三月）も、作品研究の活性化とは無縁であった。
埴
谷
雄
高
は
、
自
作
に
関
す
る
解
説
を
鯵
し
く
残
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の中心は代表作の『死霊」だが、『洞窟』に触れた自己解説も
幾つかある。
￣
■■■■■■■■
自
己
の
創
作
活
動
の
始
点
を
冷
徹
に
振
り
返
っ
て
い
る
。
「
対
立
す
る
二
つ
の
想
念
に
同
時
に
お
そ
わ
れ
、
そ
の
矛
盾
に
苛
ま
れ
た
と
き
に
」
、
作者は、「小説の登場人物一人ひとりに、対立する立場のそれ
ぞ
れ
を
割
り
ふ
り
、
彼
ら
の
間
に
交
わ
さ
れ
る
対
話
の
か
た
ち
で
思
考
を
進めていったのである」（鹿島徹『埴谷雄高と存在論』、平凡社、
二
○
○
○
年
一
○
月
）
と
の
指
摘
も
あ
る
。
こ
の
構
造
は
、
「
死
霊
』
で
も
同
様
で
、
即
ち
、
「
小
説
の
出
発
点
」
は
堅
固
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
『洞窟」は創刊号及び二号に分載した。これも発表より
数
年
前
に
書
い
た
も
の
で
ノ
ー
ト
か
ら
は
み
だ
し
た
一
部
分
で
あ
る
が、これは私の小説の出発点を規定した。冗漫で稚拙な、
骨
格
ば
か
り
の
文
章
で
あ
る
が
、
そ
の
態
度
も
方
向
も
、
作
品
を
書
く
よ
り
そ
の
書
か
る
べ
き
作
品
の
観
念
の
な
か
へ
の
め
り
こ
ん
で
ど
う
に
も
動
き
が
と
れ
な
く
な
る
私
の
習
慣
を
こ
こ
に
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
し
て
、
粗
雑
な
作
品
な
が
ら
、
こ
れ
は
私
に
は
興
味
深い。もしはじめにこのような作品を書かなければ、観念
を
ひ
ね
く
り
ま
わ
さ
ね
ば
気
が
す
ま
い
愚
か
し
い
苦
境
に
は
そ
の
後
の
私
も
陥
い
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
い
ま
と
な
っ
て
は
も
は
や
そ
の
稚劣さに繰りごとを述べても致し方ない出発点である。
（「不合理ゆえに吾信ず』あとがき、月曜書房、一九五○年
一月）最初
の
『
洞
窟
』
は
戦
前
の
同
人
誌
に
の
せ
た
古
い
作
品
で
い
ま
は
絶
版
に
な
っ
た
月
曜
書
房
刊
行
の
『
不
合
理
ゆ
え
に
吾
信
ず
」
の
な
か
に
す
で
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
集
の
量
を
整
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埴谷雄高『洞窟ｊ論
この「あとがき」で同作品に言及した箇所は、僅かに引用部
分
の
み
で
あ
る
。
月
曜
書
房
版
と
比
べ
て
、
扱
い
が
後
退
し
て
い
る
。
自
伝
的
な
長
篇
随
筆
『
影
絵
の
世
界
」
で
も
、
雑
誌
『
構
想
』
や
「
不
合
理
ゆ
え
に
吾
信
ず
』
の
回
顧
を
行
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
洞
窟
」
に
は
全く言及していない。しかし、必ずしも作者は、この作品に対
して否定的なのではない。大岡昇平との対談「二つの同時代史」
（『世界」一九八一一年一月号～一九八三年一一一月号）や、小川国
夫
と
の
往
復
書
簡
「
隠
さ
れ
た
無
限
」
ｓ
世
界
」
一
九
八
七
年
五
月
号
～
’
九
八
八
年
九
月
号
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
私
自
身
は
、
青
年
時
、
カ
ル
ノ
ー
の
原
理
に
よ
っ
て
、
熱
の
死
が
や
っ
て
く
る
こ
と
に
の
め
り
こ
み
、
そ
の
後
、
や
が
て
、
熱
、
つ
ま
り
、
エ
ネ
ル
ギ
イ
を
も
た
ぬ
「
虚
体
」
が
全
存
在
顛
覆
の
創
造
原
理
僕
の
作
品
の
は
じ
め
は
大
体
カ
ル
ノ
ー
の
原
理
を
自
分
流
に
妄
想
化
し
て
書
い
て
い
る
ん
だ
よ
。
カ
ル
ノ
ー
の
「
ヴ
ァ
ル
メ
ト
ー
ト
」
、
「
熱
的
死
」
と
い
う
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
概
念
は
昭
和
十
四
年
に
創
刊
した「構想」に載せた「洞窟」という作品にすでにはっき
り
と
書
い
て
あ
る
。
こ
の
「
熱
的
死
」
と
い
う
言
葉
は
ほ
か
の
同
人
達
に
当
時
解
ら
な
か
っ
た
が
、
考
え
て
み
る
と
、
随
分
早
い
ん
だ
よ
、
物理学的には。
（「二つの同時代史」）
え
る
意
味
で
こ
こ
に
ま
た
再
録
し
た
が
、
こ
れ
は
古
い
時
代
の
習
作
である。（『虚空」あとがき、現代思潮社、一九六○年一一月）
カルノー（一七九六年～一八一一三年）とは、熱力学を研究し
た
仏
蘭
西
の
物
理
学
者
で
あ
る
。
「
熱
的
死
」
と
意
識
や
存
在
の
連
関
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
「
洞
窟
』
執
筆
時
点
で
は
、
後
の
「
死
霊
」
で
展
開
す
る
「
虚
体
」
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
で
は
な
い
。
物
理
学
や
天
文学を摂取して文学に転用するのは、埴谷雄高の小説作品に一
貫した特徴である。『構想』の同人が内容を理解出来なかった
のは『洞窟」ばかりでなく、「不合理ゆえに吾信ず』も同様で
あ
っ
た
。
そ
の
学
識
が
先
端
に
位
置
し
、
文
体
や
想
像
力
が
独
特
で
あ
っ
た
た
め
に
、
理
解
者
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
出
来
る
。
「洞窟」の舞台は、監獄と恩しき閉鎖的な空間である。作品
は
、
主
人
公
「
彼
」
の
行
動
で
は
な
く
、
思
索
や
回
想
に
主
眼
が
置
か
れ
ている。
内部と外部の関係について、左記の論考がある。
ひ
と
た
び
超
想
像
力
の
恵
み
に
ふ
れ
る
と
、
外
部
世
界
が
わ
れ
わ
れ
の
存
在
の
空
洞
に
色
彩
ゆ
た
か
な
虚
の
空
間
を
あ
た
え
る
、
も
っ
と
単
純
な
イ
メ
ー
ジ
に
接
し
て
も
こ
の
恵
み
を
体
験
す
る
。
（Ｇ・バシュラール『空間の詩学］岩村行雄訳）
と
な
る
べ
き
だ
と
妄
想
し
、
そ
れ
が
、
「
仮
象
の
論
理
」
と
し
て
の
「死霊』を書く遠い根拠となりました。（「隠された無限」）
￣
￣
■■ﾛ■■■■■■■■
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「超想像力」とは、「想像可能の極限までイメージをひろげる」
作
業
で
あ
る
。
「
彼
」
の
繰
り
広
げ
る
想
像
力
も
ま
た
、
尋
常
な
ら
ざ
る
奥
行
き
を
有
し
て
い
る
。
『
洞
窟
』
に
於
け
る
「
外
部
世
界
」
と
「
虚
の
空間」の結び付きが、奇しくも右の論と合致する。
嘗
て
「
彼
」
は
、
「
或
る
家
の
二
階
に
蝸
牛
の
よ
う
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
」
と
い
う
。
以
前
も
現
在
も
、
意
識
も
肉
体
も
、
あ
た
か
も
洞
窟
の
よ
う
な
閉
所
に
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
「
彼
」
の
恒
常
性
は
保
た
れ
て
い
る。例えば、大杉栄には、「入獄のたびに外国語をマスターす
る特技」（竹中労「断影大杉栄」、ちくま文庫、二○○○年一一一月）
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
彼
」
に
と
っ
て
は
、
閉
じ
た
空
間
が
思
索
に
耽
る
た
め
の
最
適
な
場
所
な
の
で
あ
っ
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
先
行
研
究
で
は
、
「
洞
窟
』
と
い
う
作
品
名
ま
た
は
作
品
世
界
に
つ
い
て
、
「
彼
の
魂
の
象
徴
で
あ
ろ
う
し
同
時
に
世
界
の
縮
図
で
も
あ
ろ
う
」
（
立
石
伯
）
、
「
「
彼
』
と
い
う
人
物
の
意
識
世
界
の
表
象
で
あ
る
」
（
金
木
謙
二
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
洞
窟
』
に
込
め
ら
れ
た
意
味
は
、
物
質
的
で
は
な
く
精
神
的
で
あ
る
。
さて、『洞窟』は、「その内界」と「その外界」から成る。分
量は、後者が前者の二倍弱である。「その内界」は想念、「その
外
界
」
は
議
論
が
中
心
で
あ
り
、
内
界
で
提
示
し
た
思
考
を
、
外
界
で
発
展
さ
せ
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
「
或
る
不
快
感
」
や
、
不
意
の
「
厳
し
いおびえ」、「奇怪な憤怒」など、内容の不確かな語句が並んだ
前
半
部
に
対
し
、
後
半
部
に
な
る
と
、
未
だ
朧
気
な
が
ら
、
自
己
の
抱
え
る問題点の核心を捉えるに至る。詳しい分析は次項で行なうが、
内界と外界の差異が際立っているのではなく、外界が内界を包
括
し
た
形
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
埴谷雄高の作品は、闇や夜が偏重される。例えば、『死霊』
の
大
半
は
、
薄
暗
い
屋
根
裏
部
屋
や
月
夜
を
舞
台
と
し
、
『
闇
の
な
か
の
黒
い
馬
」
で
は
、
宇
宙
空
間
や
深
夜
の
思
索
を
描
い
た
短
篇
が
多
い
。
既
に第一作から、その特徴が萌芽していた。
『
死
霊
』
と
の
連
関
を
簡
潔
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
次
の
幾
つ
か
の
共
通
事項が挙げられる。「洞窟』の出発点は、「何かまったく抗し難
い
も
の
に
叱
責
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
、
不
意
に
厳
し
い
お
び
え
を
感
ず
る
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
異
常
感
覚
に
あ
る
。
『
死
霊
」
も
ま
た
、
幼少期の三輪与志を不意の怯えが襲う。これが「自同律の不快」
の
原
型
で
あ
る
。
そ
の
三
輪
与
志
に
初
め
て
趨
遁
し
た
津
田
安
寿
子
は
、
路
傍
で
卒
倒
し
て
し
ま
う
。
「
洞
窟
」
に
も
、
「
両
足
を
ふ
る
わ
せ
た
よ
う
な
格
構
で
槙
の
重
心
で
も
喪
っ
た
か
の
よ
う
に
が
く
り
と
前
の
め
り
に
倒
れ
か
け
た
と
見
え
た
。
し
か
し
、
倒
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
あ
る
。
両
作
品
と
も
、
寂
蓼
感
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
「
羽
虫
」
を
描
い
て
い
る
。
「
あ
っ
は
」
と
「
ぷ
ふ
い
」
を
使
っ
た
り
、
筬
言
ま
た
は
断
片
を
多
用
し
た
点
も
通
底
す
る
。
こ
れ
ら
の
集
積
は
、
し
か
し
、
「
概
ね
主
題
や
意
識
内
容
の
過
去
に
遡
っ
て
の
結
果
的
類
推
に
過
ぎ
な
い
」
（
立
石
伯
）
側
面
こ
の
作
品
は
、
次
の
一
文
で
始
ま
る
。
午
後
、
薄
れ
た
陽
の
光
が
部
屋
か
ら
離
れ
て
ゆ
く
そ
の
頃
に
な
る
と
、
重
苦
し
い
時
間
が
襲
っ
て
き
た
。
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と
こ
ろ
が
、
翻
訳
と
解
説
を
担
当
し
た
志
村
正
雄
は
、
「
ピ
ン
チ
ョ
ン
の初期の作品中もっともよく知られた作品であります」（「解
説
」
）
と
述
べ
て
い
る
。
作
者
と
読
者
の
評
価
が
分
か
れ
た
の
は
、
作
者
側
の
輔
晦
で
あ
ろ
う
か
。
「
熱
的
死
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
簡
潔
な
説
明
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
洞
窟
』
に
は
、
米
国
の
作
家
が
執
筆
し
た
或
る
短
篇
作
品
と
合
致
す
る
特
質
が
多
い
。
『
洞
窟
』
理
解
の
補
助
の
た
め
に
、
紙
幅
を割いて言及したい。Ｔ・ピンチョン「エントロピー』（「ケニ
ョン・レビュー」一九六○年春季号、『スローラーナー』所収、
志
村
正
雄
訳
）
は
、
題
名
の
如
く
「
熱
的
死
」
を
扱
っ
て
い
る
。
集
合
住
宅
の
騒
音
に
満
ち
た
三
階
と
静
寂
に
包
ま
れ
た
四
階
の
対
比
が
描
か
れ
る
。
四
階
の
小
鳥
は
命
が
尽
き
る
寸
前
で
、
体
温
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
しかし、「外の気温はコンスタントに華氏三十七度のままであ
る」。「洞窟」の独房らしき部屋と外の世界と、ほぼ同様の設定
で
あ
る
。
常
に
、
内
側
は
静
読
、
外
側
は
喧
騒
の
状
態
が
続
く
。
登
場
人
物
は
始
終
室
内
で
行
動
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ピ
ン
チ
ョ
ン
も
ま
た
短
篇
集
の
序
文
で
、
自
作
に
低
い
評
価
を
下
し
て
い
る
。
も
あ
る
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
短
篇
は
新
米
の
作
家
が
い
つ
も
、
犯
さ
な
い
よ
う
に
と
警
告
さ
れ
て
い
る
、
手
続
き
上
の
誤
り
の
好
例
で
あ
る
。
一
つ
の
テ
ー
マ
、
象
徴
、
あ
る
い
は
他
の
、
統
一
の
た
め
の
因
子
を
ま
ず
考
え
て
、
そ
れから無理やり人物や出来事をそれに合わせるようにする
の
は
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
「洞窟』の「彼」は、旨頭部で壁に体を押しつけて冷やす「奇
妙
な
方
法
で
自
身
を
苛
む
」
。
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
熱
病
に
冒
さ
れ
て
い
る
間
に
或
る
本
質
的
な
不
快
感
を
彼
は
覚
え
る
の
で
あ
っ
た
」
。
熱
病と不快感には懸隔がある。「その外界」に、次のような部分
が
あ
る
。
或
る
日
、
「
彼
」
が
「
異
様
な
想
念
」
を
抱
き
始
め
る
。
（……）熱力学の第一法則と第二法則によれば、エネル
ギ
ー
の
総
和
は
一
定
だ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
だ
ん
だ
ん
取
り
出
し
づ
ら
く
な
る
。
一
九
世
紀
末
に
は
、
こ
の
二
つ
の
せ
い
で
、
こ
の
世
界
に
は
暗
稽
た
る
未
来
し
か
な
い
と
人
々
が
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
な
にしろ、エネルギーは変換すればするほど取り出しづらく
な
る
の
だ
。
い
ず
れ
す
べ
て
が
、
熱
と
い
う
、
最
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
し
づ
ら
い
形
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
人
は
〈
宇
宙
の
熱
的死〉と呼んだ。何もかもが一様に生ぬるい状態に陥り、
い
っ
さ
い
の
温
度
差
が
消
え
、
熱
に
有
用
な
仕
事
を
さ
せ
る
こ
と
が
不可能となる状態だ。
（Ｔ・ノーレットランダーシュ『ユーザーイリュージョン」、
柴田裕之訳、紀伊國屋書店）
そ
れ
は
、
地
球
上
の
す
べ
て
の
人
間
が
し
だ
い
に
な
に
ご
と
も
出
来
な
く
な
っ
て
ゆ
き
ｌ
そ
し
て
、
つ
い
に
は
く
何
処
か
》
へ
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
異
常
な
想
念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
異
様
な
の
は
、
そ
の
想
念
に
ま
つ
わ
り
つ
い
て
離
れ
ぬ
他
の
想
念
が
そ
の
同
一
瞬
間
に
同
一
の
力
を
も
っ
て
起
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
想
念
は
、
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概念である。「彼」の最初の想念は、熱力学第二法則による「宇
宙
の
熱
的
死
」
を
援
用
し
て
い
る
。
二
つ
目
の
思
考
は
、
自
己
同
一
性
と
の
連
関
を
窺
わ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
「
非
常
に
暖
昧
な
も
の
」
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
具
体
性
が
欠
如
し
て
い
る
。
な
お
、
埴
谷
雄
高
に
は
、
或
る
考
え
が
、
『
本
来
考
え
て
は
な
ら
ぬ
」
と
こ
ろ
の
一
種
不
可
能
な
領
域
へ
ま
で
横
滑
り
に
横
滑
り
し
て
し
ま
っ
た
の
が
『
妄
想
」
に
ほ
か
な
ら
ぬのである」と定義付けた文章がある（二妄想』について」「國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
一
九
七
八
年
一
月
号
）
。
Ｇ
・
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
の
述
べ
た
「
超
想
像
力
」
に
匹
敵
す
る
考
え
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
一
九
三
九
年
に
於
け
る
「
熱
的
死
」
の
使
用
が
、
「
随
分
早
い
ん
だ
よ
」
と
作
者
が
自
ら
述
べ
て
い
る
。
作
品
内
で
は
、
こ
の
言
葉
の
使
用
頻
度
は
僅
か
に
一
度
で
あ
る
。
「
彼
」
は
、
執
筆
し
た
遺
書
の
存
在
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
「
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
も
う
そ
の
と
き
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
恒
存
の
法
則
と
か
熱
的
死
と
か
い
っ
た
こ
と
ば
か
り
に
、
酔ったように耽溺しはじめていたからである」。「彼」が如何な
る
経
緯
で
、
こ
れ
ら
の
物
理
学
的
概
念
に
関
心
を
抱
い
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
引
用
文
の
前
後
に
も
、
手
掛
か
り
は
な
い
。
敢
え
て
挙
げ
る
な
地
球
上
す
べ
て
の
人
間
が
ど
う
に
か
な
っ
て
ゆ
く
と
い
う
非
常
に
暖
昧
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ど
う
に
か
な
っ
て
ゆ
く
と
の
想
念
は
、
な
に
か
人
間
的
な
も
の
の
発
生
以
来
つ
き
ま
と
っ
て
も
は
や
離
れ
が
た
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
想
念
の
よ
う
に
彼
に
は
思
わ
れ
た
。
「彼」の体は傷ついたが、精神的には充実している。即ち、
意
識
と
肉
体
に
、
「
正
」
と
「
負
」
の
状
態
が
混
在
し
て
い
る
。
意
識
の
変化によっては、肉体同様に「負」となり、「彼」自体も「負」
の性質を帯びた存在となる。その帰趨が「熱的死」である。
埴
谷
雄
高
は
、
こ
の
「
熱
的
死
」
を
利
用
し
て
、
得
体
の
知
れ
な
い
不
快
感
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
夢
の
世
界
を
も
巧
み
に
利
用
し
て
、
そ
の
感
覚
へ
の
肉
薄
を
試
み
て
い
る
。
そ
れ
を
端
的
に
述べているのが、「みじめな服装をした一人の集金人ふうな男」
を
追
い
か
け
る
夢
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
が
、
「
彼
」
に
と
っ
て、この夢は、「とりとめもなく不快であった」。中島敦が一九
三
六
年
に
脱
稿
し
た
『
狼
疾
記
』
に
於
け
る
、
「
夢
の
中
で
正
体
の
分
か
ら
な
い
も
の
の
た
め
に
脅
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
持
」
と
同
質
で
あ
る
。
そ
の
後
「
彼
」
は
、
次
の
よ
う
に
認
識
す
る
に
至
る
。
らば、次の箇所が参考になろう。少年だった「彼」は「二丈一
、
、
、
、
尺
」
の
高
さ
も
も
の
か
は
、
橋
か
ら
飛
び
下
り
て
骨
折
し
て
し
ま
う
。
そ
の時、
（ママ）
驚
き
集
っ
て
き
た
か
な
胴
リ
多
く
の
友
達
た
ち
が
頭
の
上
の
あ
た
り
へ円くかぶさり、がやがや話したり、心配げに覗きこんだ
り
し
て
い
る
の
に
、
凝
つ
と
動
か
な
い
で
仰
向
け
に
寝
な
が
ら
、
独
り
き
り
だ
と
、
は
っ
き
り
感
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
後
に
お
い
ても、それほどの幸福を味わったことがなかったくらいな
の
で
あ
っ
た
。
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この箇所こそが、『洞窟」の核心であろう。「それ」「これ」
は
、
集
約
す
れ
ば
、
と
も
に
後
年
の
「
自
同
律
の
不
快
」
で
あ
る
。
厳
密
に
は
、
「
そ
れ
」
と
は
漠
然
と
し
た
着
想
で
あ
り
、
「
こ
れ
」
と
は
直
前
の
内
容
で
あ
る
「
そ
れ
」
を
強
調
し
て
い
る
。
即
ち
、
着
想
こ
そ
具
体
化
し
た
が
、
未
だ
言
葉
と
し
て
表
現
出
来
な
い
状
態
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
「
そ
れ
」
と
「
こ
れ
」
の
間
に
は
、
果
て
し
な
い
径
庭
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
自
同
律
の
不
快
」
に
も
、
主
辞
と
賓
辞
に
名
状
し
難
い
間
隔
が
広
が
っ
て
い
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
作
品
内
に
は
、
「
自
同
律
」
や
「
自
同
律
の
不
快
」
と
い
う
言
葉
は
見
当
た
ら
な
い
。
同
時
期
の
「
不
合
理
ゆ
え
に
吾
信
ず
』
に
は
、
「
私
が
〈
自
同
律
の
不
快
》
と
呼
ん
で
い
た
も
の
、
そ
れ
を
い
ま
は
語
る
べ
き
か
」
や
、
Ｔ
薔
薇
、
屈
辱
目
同
律
１
つ
づ
め
て
云
え
ば
俺
は
こ
れ
だ
け
」
と
い
っ
た
断
片
が
あ
る
。
「
洞
窟
』
で
は
、
右
の
短
い
引
用
の
よ
う
に
、
概
念
と
し
て
の
「
自
同
律
」
や
、
得
体
の
知
れ
な
い
不
快
感を表明してはいるものの、用語としての「自同律の不快」を
案出するには至っていない。この作品が「〈自同律の不快〉の
獲
得
過
程
」
（
森
島
稔
）
に
あ
る
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
既
に
獲
得
し
た
「
そ
れ
」
や
「
こ
れ
」
、
即
ち
、
や
が
て
「
自
同
律
の
不
快
」
と
名
付
けられる思惟を、適切に表現出来ないもどかしさを描いている、
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
思
考
の
内
実
を
把
握
し
得
な
い
焦
慮
で
あ
る
。
作
品
の
末
部
に
掲
げ
た
三
行
の
断
片
を
含
む
結
語
が
、
「
彼
」
の
思
考
を
如
実
に
代
弁
し
て
い
る
。
（
（
こ
こ
ま
で
ｌ
そ
れ
が
き
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
俺
が
こ
れ
をなにか気のきいた一一一一口葉でいい表せないのだろう。））
『
洞
窟
』
の
舞
台
を
象
徴
的
に
捉
え
る
な
ら
ば
、
そ
こ
は
「
精
神
的
な
穴倉」（村上春樹「羊をめぐる冒険」『群像」一九八二年八月号）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
作
品
に
於
け
る
井
戸
を
語
り
手
が
説
明
し
た
言
葉
で
あ
っ
て
、
埴
谷
雄
高
作
品
と
の
直
接
の
連
関
は
な
い
。
作
者
の
自
己
解
説
や
諸
種
の
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
村
上
春
樹
作
品
の
井
戸
は
、
精
神
分
析を背景にした特徴を帯びている。柘植光彦「メディアとして
の
「
井
戸
」
」
（
「
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
一
九
九
八
年
二
月
臨
時
増
刊
号
）
や
、
小
林
正
明
「
村
上
春
樹
・
塔
と
海
の
彼
方
に
」
（
森
話
社
、
一
九
九
八
年
一
一
月
）
は
、
井
戸
と
は
「
己
」
の
転
用
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
洞
窟
』
に
も
井
戸
が
登
場
し
て
お
り
、
描
か
れ
る
頻
度
は
低
い
が
、
等
閑
視
し
得
な
い
設
備
で
あ
る
。
前
項
で
は
、
主
に
形
而
上
学
的
要
素
を
取
り
上
げ
た
が
、
こ
の
井
戸
の
よ
う
な
具
体
的
事
物
や
、
「彼」以外の登場人物にも目を向ける必要があろう。
「
彼
」
の
住
む
二
階
の
部
屋
は
、
「
井
戸
の
上
に
面
し
た
」
と
こ
ろ
に
あ
る
。
井
戸
Ⅱ
「
己
」
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
上
層
に
は
自
我
が
あ
る
。
即
ち
、
彼
に
と
っ
て
の
二
階
と
は
、
自
我
を
保
存
ま
た
は
発
展
さ
せ
る
容
目
に
見
え
ぬ
広
大
な
時
間
の
よ
う
な
ｌ
それは名状しがたい幅で彼のうちにもひろがってゆくよ
うに思われた。
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器
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
独
房
に
も
通
ず
る
空
間
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば、これらの場所は、「混沌たるなかでよろめく私の思考を十
全にいれ得る容器」（「あまりに近代文学的な」『文學界』一九
五
一
年
七
月
号
）
と
し
て
の
機
能
を
担
っ
て
い
る
。
井
戸
の
周
り
に
現
れ
る
の
は
、
齢
一
四
、
五
の
名
も
な
き
少
女
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
埴
谷
雄
高
作
品
に
於
て
姓
名
を
有
し
て
い
る
女
性
は
、
『
死
霊
』
の
津
田
安
寿
子
・
尾
木
節
子
・
尾
木
恒
子
の
み
で
あ
り
、
男
性
登
場
人
物
の
思
索
を
理
解
出
来
る
者
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の
理
解
と
は
、
内
容
の
把
握
を
指
し
、
必
ず
し
も
同
調
を
意
味
し
な
い
。
「
彼
」
に
と
っ
て
の
少
女
と
は
、
「
己
自
身
の
世
界
に
ぴ
っ
た
り
と
重
な
り
合
い
、
そ
こ
に
何
ら
疑
問
を
も
た
な
い
よ
う
な
、
己
の
生
に
執
着
す
る
愚
昧
さ
を
持
つ
存
在
」
（
金
木
謙
二
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
自
己
同
一
性
を
肯
定
出
来
な
い
「
彼
」
の
不
快
感
の
対
象
と
な
り
、
言
葉
の
暴
力
を
受
け
る
。
だ
が
、
「
彼
」
に
と
っ
て
は
、
少
女
に
対
し
て
で
は
な
く
、
「
自
己
を
自
己
と
考
え
る
種
類
の
あ
の
力
の
本
源
」
に
、
「
ま
っ
た
く
狂
暴
に
向
け
ら
れ
た
も
の
であった」。
埴
谷
の
作
品
の
中
に
は
少
女
が
、
し
か
も
凌
辱
さ
れ
る
少
女
が
し
ば
し
ば
出
て
く
る
。
ち
ょ
う
ど
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
の
作
品
に
少
女
や少年を凌辱し、虐待する話が、イワンの「子供虐待辞典」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
か
た
ち
で
出
て
く
る
よ
う
に
。
埴
谷
に
と
っ
て
は
こ
の
少
女
凌
辱
は
存
在
の
屈
辱
の
転
化
で
あ
り
、
埴
谷
は
そ
の
よ
うに、存在の不快を媒介にして、存在そのものの仮面性、
仮
象
性
へ
と
肉
薄
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
彼
の
虚
構
性
を
構
築
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
逆
に
、
「
他
者
と
自
己
と
の
間
に
決
定
的
な
溝
が
あ
る
」
（
金
木
謙
二
と
認
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
近
所
の
「
腕
白
小
僧
」
に
対
し
て
は
、
親
近
感
を
抱
く
。
こ
の
よ
う
に
、
「
そ
の
内
界
」
の
子
供
達
は
、
自
己
同
一
性と結び付けて描かれている。
「その内界」の前半に、「午後の庭園で塀ごしに聞いた少女の
或る声を想いうかべる」場面がある。「その外界」の後半でも、
「
子
供
の
唄
声
は
、
彼
の
耳
の
な
か
か
ら
、
ｌ
ど
こ
か
幅
の
あ
る
空
間
へ
、
若
々
し
く
つ
づ
け
ら
れ
、
進
ん
で
ゆ
く
よ
う
で
あ
っ
た
」
と
い
っ
た
箇
所
が
あ
る
。
作
品
末
部
の
三
行
の
断
片
は
、
こ
の
唄
に
触
発
さ
れ
て
発
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「その外界」に登場する自称「牧師」には、「レーニンの姿が
鍔
露
と
さ
れ
る
」
（
森
島
稔
）
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
牧
師
の
発
言
に
は
、
一
九
三
○
年
代
前
半
の
「
指
導
者
層
で
は
な
い
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
達
の
、
レ
ー
ニ
ン
あ
る
い
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
の
漠
然
と
し
た
受
容
の
姿
」
（同前）が反映しているという。或る亡くなった男が、「天国は
あ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
」
と
問
う
た
際
、
「
牧
師
」
が
「
あ
り
ま
す
」
と
断言した。男は安堵するが、やがて急に不安になり、織悔を望
む
よ
う
に
な
る
。
理
想
で
は
な
く
眼
前
の
現
実
を
受
け
入
れ
る
民
衆
像
が
、
こ
こ
に
あ
る
。
この考えを援用すると、少年時代の「彼」が橋の上から飛び
下
り
て
骨
折
し
た
場
面
も
、
橋
の
上
を
現
実
、
地
面
を
理
想
に
臂
え
ら
れ
る。のちの回想によれば、「彼」は「幸福めがけて飛びおりた」
（藤一也『「不合理ゆえに吾信ず」論」、冬樹社、一九七六
年一○月）
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埴谷雄高「洞窟』論
「
埴
谷
雄
高
の
描
い
た
壮
大
な
理
論
の
世
界
は
、
埴
谷
雄
高
の
死
で
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
決
し
て
完
結
し
な
い
ま
ま
、
今
も
成
長
を
続
け
て
い
る
」
（
柘
植
光
彦
「
埴
谷
雄
高
１
１
成
長
す
る
埴
谷
世
界
・
神
林
長
平
を
視
座
と
し
て
」
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
二
○
○
五
年
一
一
月
号
）
と
の
評
言
が
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
作
品
と
し
て
の
「
洞
窟
」
は
、
『
死
霊
」
と
異
な
り
完
成
に
至
っ
た
が
、
洞
窟
の
入
口
している」（田中貴
九
四
年
三
月
）
と
ざ
甦
機能している。
以
上
の
よ
う
に
、
１
割
を
果
た
し
て
い
た
。
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
理
想
に
従
え
ば
芋
ば
か
し
喰
っ
て
い
な
き
ゃ
ア
な
ら
な
い
。
こ
と
に
よ
る
と
馬
鈴
薯
も
喰
え
な
い
こ
と
に
な
る
」
（
国
木田独歩「牛肉と馬鈴薯」「小天地」一九○一年二月号）。「彼」
は
幸
福
を
味
わ
う
が
、
足
の
骨
が
折
れ
、
さ
ら
に
は
「
患
い
始
め
た
の
は
そのころであった」。その後、「彼」は、橋の出来事と「内容の
意味を異にしているけれども同じような心理」を経験する。「生
れ
て
き
た
は
ず
が
な
い
と
、
確
く
思
い
込
む
」
と
い
う
「
優
れ
た
自
殺
の
方
法
」
を
公
表
し
た
と
き
で
あ
る
。
家
族
か
ら
は
白
眼
視
さ
れ
、
「
話
に
な
ら
ぬ
よ
う
な
放
蕩
を
は
じ
め
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
で
あ
る
」
。
と
こ
ろ
で
、
「
民
俗
学
で
は
橋
が
境
界
の
機
能
を
果
た
す
と
い
う
こ
と
が
常
識
化
している」（田中貴子「百鬼夜行の見える都市』、新曜社、一九
九
四
年
三
月
）
と
さ
れ
る
。
「
洞
窟
」
の
橋
も
、
見
え
な
い
境
界
と
し
て
の
「
洞
窟
」
は
、
『
死
霊
」
と
異
な
り
完
成
に
至
っ
は塞がれずに外に向かって開き続けている。
お
わ
り
に
井戸や橋は、
地
味
で
は
あ
る
が
、
小
さ
く
な
い
役
こ
の
第
一
作
「
洞
窟
』
に
よ
っ
て
、
作
者
が
抱
懐
す
る
文
学
概
念
の
核
心に迫る道筋が整備された。小説作品の第二作「死霊」で、「存
在の革命」から「虚体」への展開に苦心したように、『洞窟」
執
筆
時
点
で
は
、
「
自
同
律
の
不
快
」
を
展
開
す
る
替
力
を
備
え
て
い
な
かった。問題の根源に肉薄し得たものの、解決方法を見出せな
い
ま
ま
、
遂
に
作
品
は
終
わ
る
。
と
も
あ
れ
、
自
己
同
一
性
に
対
す
る
問
題
提
起
は
、
意
義
の
あ
る
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
洞
窟
の
内
部
か
ら
外
部
に
出
立
す
る
た
め
の
第
一
歩
で
も
あ
っ
た
。
（たなべゆうすけ・博士後期課程三年）
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